
令和７年３月３１日

令和６年度 園評価結果公表シート 西ヶ丘幼稚園

１ 本園の教育目標

明るく健康で 思いやりがあり 夢中になってがんばる子どもを育てる

２ 目標具現のための教師の心得

学級一人一人の子どもを等しくよく見つめよいところを認め 課題をはっきりさせて指導援助にあ
たる

３ 学校評価の進め方
(1) １月 保護者アンケートをとる
(2) ２月～３月 自己評価を実施する（教職員は学期毎自己評価を行う）
(3) ２～３月 アンケート結果の自己評価結果を公表する
(4) ３月 外部評価委員の評価を受ける

４ 保護者アンケートの集計結果
Ａ：当てはまる Ｂ：どちらかといえば当てはまる C：どちらかといえば当てはまらない Ｄ：当てはまらない

（ ）内の数字は％です。

項 目 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１ ○子どもは、楽しんで幼稚園に行っている。 87.6 12.4 ０ ０
(楽しんで行くようになってきた)

２ ○子どもは、子どもなりに自分の事は自分でやろうとする。 72.2 24.8 3.0 ０
(やろうとするようになってきた)

３ ○子どもは、仲良しの友達がいる。(仲良しになってきた) 79.6 19.0 4.33 0.07

４ ○子どもは、野菜など育て収穫する活動を楽しんでいる。 69.2 24.8 2.95 2.95
(楽しむようになってきた)

５ ○子どもは、運動会とその取り組みを頑張り、楽しんだ。 91.9 5.1 2.93 0.07

６ ○子どもは、発表会とその取り組みを頑張り、楽しんだ。 94.1 3.0 0.6 ０

７ ○子どもは、園行事や園外保育などを楽しんでいる｡ 95.6 3.6 0.8 ０
(楽しむようになってきた)

８ ○子どもは、絵本好きだ。(好きになってきた) 77.3 20.4 2.23 0.07

９ ○子どもは、話す･描く･踊る･歌う･奏でるなどの表現活動(この内の 91.2 7.3 1.5 ０
一つでも)を楽しんでいる｡(楽しむようになってきた)

１０ ○西ヶ丘は、子どもを安心して預けられる幼稚園だ。 94.1 4.4 1.5 ０

１１ ○『西ヶ丘だより』や『学級だより』で、園生活の様子や教育方針 86.3 13.7 ０ ０

などをある程度知ることができる。

１２ ○園の施設・設備は、子どもが安心して楽しく生活できるものにな 83.2 16.8 ０ ０
っていると思う。

１３ ○私は、子どもと一緒に成長していると思う。 48.2 46.0 5.8 ０

１４ ○私には、語り合えるお友達がいる。 75.9 17.5 4.6 2.9



５ 教師の自己評価結果と取り組み状況 数字は％

１ ○子どもは、楽しんで幼稚園に来た。 ７２ ２８ ０ ０

２ ○子どもは、自分の事は自分でやれるようになった。 ５９ ４１ ０ ０

３ ○子どもは仲良しの友だちができた。 ４１ ４７ １２ ０

４ ○子どもは、栽培活動の作物に関心を持った。 １２ ４７ ２９ １２

５ ○子どもは、行事の取り組みに意欲を持ち成長した。 ８２ １２ ６ ０

６ ○子どもは、自信を持った。 ４５ ４５ １０ ０

７ ○子どもは、安全意識が育った。 ６ ７５ １９ ０

８ ○子どもは、絵本好きになった。（好きな絵本の題名が言える） ４１ ４７ ６ ０

９ ○子どもは、話す・描く・踊る・歌う・奏でるなどの表現活動に意 ５９ ３５ ６ ０

欲を持ったた。

評価基準／Ａ：当てはまる Ｂ：どちらかといえば当てはまる C：どちらかといえば当てはまらない Ｄ：当てはまらない

評価項目 主な評価事項 評価 取り組み状況

○指導計画は、園の方針を踏まえ、 ○保育活動、日常生活に対し、ねらい、願い
子どもの実態などを考慮して作 Ａ を持ってあたるようにした。

Ⅰ 保育の計画性 成している。 ○ねらいを持って継続した保育を心掛け、園
児の成長を確かにするため日々研鑽した。

○子どもの記録を大切にし、次の ○日々の保育の子どもの何気ない言葉や成長
保育に生かしている。 Ａ’ を書き留め次への保育に活かす事をした。

実践記録を中心に、子ども達の記録を大切に
し、仲間との育ちを保証するように努め、職
員会議で共有化している。

○以前行った活動に固執せず、子どもの実情
○園目標で描く子どもの姿が、様 に即した保育をするよう努力している。

Ⅱ 子どもの育ち 々な機会と場で具現している。 Ａ’ ○多くの学びの機会と場を補償でするよう、
の評価 様々な環境、教材を十分活かしてできる事を

継続的に行い、進級させられた。

○健康観察・安全点検などを大切にし、うが
○子どもの健康と安全には、常に Ａ い手洗いの指導、遊び方の見守りや指導、交
配慮している。 通安全指導、保護者との連絡などを日常的に

行い事故防止と感染症の蔓延を防ぐ努力を続
Ⅲ 保育のあり方 けた。

○子どもが好きである。子どもに ○一人ひとりを等しく見守り、子どもの姿、
共感し、一人ひとりの良さを認 Ａ＋ 声を見逃さないように努めた。成長を認め、
めている。 子ども達と一緒に喜び合うようにしてきた。

○個と集団を大切にした保育を行 Ａ’ ○「ひとりの喜びはみんなの喜び、ひとりの
っている。 悲しみはみんなの悲しみ」が実現するような

仲間づくりがどの学級でも行われた。

○幼稚園教諭としての指導の｢引 ○幼稚園教諭としての指導の｢引き出し｣を個
き出し｣を多くしようと心掛け Ｂ’ でも集団でも多くした。研修や園児の現状、

Ⅳ 保育者として ている。 今後の手立て話し合い、打ち合わせを行えた。
の努力・良識 積極的に外部講師から学ぶ機会を設けた。

○守秘義務を果たしている。 Ａ＋ ○園児や保護者の個人情報の取り扱いに細心
の注意を払った。



○父母会などは、子どもの様子を Ｂ ○計画通り父母参観や懇談会を行え、また個
Ⅴ 保護者とのつ 知ってもらうだけでなく、子育 人面談も１学期は全家庭。以降は担任の判断
ながり てについて共通理解を得るのに 等で行い保護者とつながった。

役立っている。 学年学級だより（月１回）、園だより（週１
回）を発行して、子どもの様子や教育内容を
知らせたり、ホームページやインスタグラム
に各学級の写真を各月に多数アルバムに掲載
して、書面だけでなく保育の様子を具体的に
知らせることが出来た。

Ⅵ 地域の自然・ ○地域の自然や施設・機関を保育 Ｂ’ ○多くの園外保育を実施できた、園周辺に散
社会との関わり に活用している。 歩し身近な方とたくさん触れ合う機会を持つ

事も行った。ただ、満３歳児は教職員の配置
が難しく、３学期は行うのが困難だった。

Ⅶ 研修への取り ○研修主題に沿った保育を実践す Ｂ＋ ○全体研修での各学級の報告を時間を決めて
組み ることにより、子どものために 要点をまとめて討議を行った後、グループ研

多くの成果があった。 修を行い、園児理解を深めた。
○教師間で子ども達の成長を共有し学年学級
を越えた成長を認める機会を確保している。
○１月に市内私立幼稚園の教諭が来園し、保
育を見る「公開保育」が行われ、外部から刺
激を受ける機会となった。

○子ども達が育つ園行事を企画し Ａ’ ○定例行事委員会他７つの指導委員会が園行
Ⅷ 園運営 実施している。 事を、それぞれ企画し、実施した。

○各学年に応じた園外保育も実施した。
○今年度は昨年度の反省を活かし、求められ
ている行事や保育、地域との繋がりを持てる
保育を行い、子どもの知的好奇心や体験を豊
かにできた。

自己評価と外部評価

評価基準／Ａ：当てはまる Ｂ：どちらかといえば当てはまる C：どちらかといえば当てはまらない Ｄ：当てはまらない

評価項目 自己評価 自己評価コメント 外部評価 外部評価コメント

Ⅰ 保育の計画性 ○保育活動、日常生活に対し、Ａ ○西ヶ丘本来の豊かな実体験を経
Ａ ねらい、願いを持ってあたる 験を味わえる、様々な園行事や保

ようにした。 育の取り組みを、無理なくつなが
○ねらいを持って継続した保 りを持たせて行っていることで、
育を心掛け、園児の成長を確 成長している事が分かる。
かにするため日々研鑽した。 ○夏季の高温の対策のため、行事

Ａ’ ○日々の保育の子どもの何気 Ａ 等の活動が分散方式などで行われ、
ない言葉や成長を書き留め次 少し残念だった。
への保育に活かす事をした。 ○子ども達が育つ園行事を、企画
実践記録を中心に、子ども達 し実施したといえる。たくさん実
の記録を大切にし、仲間との 体験を豊かにしてあげてありがた
育ちを保証するように努め、 い。
職員会議で共有化している。

Ⅱ 子どもの育ち Ａ’ ○以前行った活動に固執せ Ａ ○園だよりだけでなく、子どもが
の評価 ず、子どもの実情に即した保 家で友だちのいい所、がんばりを

育をするよう努力している。 褒めている姿を見て、仲よしづく
○多くの学びの機会と場を補 りが成果を上げている。その成果
償でするよう、様々な環境、 Ｂ は先日の卒園式で我が子が友だち
教材を十分活かしてできる事 と一緒に 真剣に取り組んでいる
を継続的に行い、進級させら 姿から感じたし、家に帰ってから
れた。 も園での様子をよく話してくれ

る姿から感じる。



Ⅲ 保育のあり方 Ａ ○健康観察・安全点検などを Ａ ○インフルエンザ等で学級閉鎖に
大切にし、うがい手洗いの指 なった学級があったが、２月の感
導、遊び方の見守りや指導、 染拡大で運動面が停滞するかと思
交通安全指導、保護者との連 われたが、運動会の取り組みは見
絡などを日常的に行い事故防 事であった。３学期のなわとび運
止と感染症の蔓延を防ぐ努力 動とドッジボールの取り組みはよ
を続けた。 かったと思うが、もっと色々な運

Ａ＋ ○一人ひとりを等しく見守 動に挑戦して欲しい。
り、子どもの姿、声を見逃さ Ａ ○我が子だけでなく西ヶ丘幼稚園
ないように努めた。成長を認 の子ども達は、本当に仲よし。特
め、子ども達と一緒に喜び合 に２学期運動会の取り組み、発表
うようにしてきた。 会で仲良しの友だちが増えた。そ

Ａ’ ○「ひとりの喜びはみんなの してまとめの３学期で更に仲間が
喜び、ひとりの悲しみはみん Ａ 増えたと思う。
なの悲しみ」が実現するよう ○家庭でも幼稚園の様子をたくさ
な仲間づくりがどの学級でも ん話してくれ、日々成長している
行われた。 と嬉しく感じていた。

おもいきり遊び、歌い、運動や踊
りなどができ、子ども達が夢中に
なって楽しむ保育をいつも行って
くれ感謝でいっぱいである。

Ⅳ 保育者として Ａ ○幼稚園教諭としての指導の Ａ ○コロナ禍が終息しても感染拡大
の努力・良識 ｢引き出し｣を個でも集団でも に繋がらない様、園長先生を中心

多くした。研修や園児の現状、 に、先生方が大変頑張っておられ
今後の手立て話し合い、打ち るのがよくわかる。引き続き子ど
合わせを行えた。 も達を園目標に近づくように育て
積極的に外部講師から学ぶ機 てほしい。
会を設けた。 ○脳育モンテやリトミック、体操
○園児や保護者の個人情報の 指導など新しい事を導入して頂き、
取り扱いに細心の注意を払っ より専門的に力がつく機会になっ
た。 ており、来年度以降、英語教育な

ども採り入れても良いのではない
かと思う。

Ⅴ 保護者とのつ Ｂ ○計画通り父母参観や懇談会 Ａ ○園だよりや学年だよりを読む中
ながり を行え、また個人面談も１学 で、子ども達の仲間のつながりを

期は全家庭。以降は担任の判 大切にしていることがよく分かる。
断等で行い保護者とつながっ また、ホームページだけでなくイ
た。 ンスタグラムの配信があり、子ど
学年学級だより（月１回）、 も達の様子がとても分かった。こ
園だより（週１回）を発行し れからも子どもの為になる計画を
て、子どもの様子や教育内容 立てて欲しい。
を知らせたり、ホームページ ○園に行くと、学年の違う先生も
やインスタグラムに各学級の 「△△君、今日○○ができるよう
写真を各月に多数アルバムに になりました。」等と声を掛けて
掲載して、書面だけでなく保 もらえるのも頷ける。
育の様子を具体的に知らせる ○いろいろな要望が保護者様から
ことが出来た。 だされますが、その意見も前向き

に検討し、採り入れていますね。、
令和７年度も少子高齢化が加速す
るが、子育て支援も充実して園経
営をより安定させて下さい。

Ⅵ 地域の自然・ Ｂ’ ○多くの園外保育を実施でき Ａ ○路上などで見ていて、安全に対
社会との関わ た、園周辺に散歩し身近な方 して自分で考えて行動できた子ど
り とたくさん触れ合う機会を持 も達が多くいたと思う。

つ事も行った。ただ、満３歳 ○浅間大社や地域の湧き水見学、
児は教職員の配置が難しく、 富士山世界文化遺産センターに行
３学期は行うのが困難だっ ったり、富士山を身近に感じるこ
た。 とのできる保育は素晴らしい。来

年度も園近隣の環境を活かして歩
いて行く園外保育などを計画、実
践して、地域を活性化して欲しい。
（幼児の姿は元気が出る）



Ⅶ 研修への取り Ｂ＋ ○全体研修での各学級の報告 Ａ ○「実物」や「本物」に触れ、「本
組み を時間を決めて要点をまとめ 物」で調べる、専門書や絵本を読

て討議を行った後、グループ む、子ども・親や教師仲間から学
研修を行い、園児理解を深め ぶなどのことをこれからも続けて
た。 欲しい。
○教師間で子ども達の成長を ○先生方が研修や保育内容を子ど
共有し学年学級を越えた成長 も達にあったように工夫してくれ
を認める機会を確保してい ているのがよくわかります。質の
る。 高い保育。それに加え、差別化で
○１月に市内私立幼稚園の教 きる保育を期待します。経営を引
諭が来園し、保育を見る「公 き続き頑張ってください。
開保育」が行われ、外部から
刺激を受ける機会となった。

Ⅷ 園運営 Ａ’ ○定例行事委員会他７つの指 Ａ’ ○大変な状況下であるが子ども達
導委員会が園行事を、それぞ が育つ園行事を企画し実施したと
れ企画し、実施した。 いえる。
○各学年に応じた園外保育も ○卒園式は素晴らしかった。
実施した。 ○親子のふれあい、参観の機会が
○今年度は昨年度の反省を活 もう少し欲しい。
かし、求められている行事や ○多くの行事の運営、大変ですが
保育、地域との繋がりを持て 頑張ってください。
る保育を行い、子どもの知的 ○先の見えない少子化で大変です
好奇心や体験を豊かにでき が、子どもの安全、幸せを最優先
た。 して園を運営して下さい。

７ 外部評価委員会からのその他のコメント抜粋

○先生方が研修や保育内容を子ども達にあったように工夫してくれているのがよくわかります。少子
化で大変ですが、子どもが幸せに暮らせる園生活を送れるよう園経営を引き続き頑張ってください。

○いろいろな要望が保護者様からだされますが、その意見も前向きに検討し、採り入れていますね。
令和７年度も園児数が減りますが、令和８年度に向けて、より子育て支援も充実して園経営を安定で
きるようがんばって下さい。

○少子高齢化の中で大変な世の中ですが、子ども達が成長する姿には感心させられます。先生方の努
力のお陰です。園児の幸せを最優先の保育をよろしくお願いします。

○一保護者として、子どもを西ヶ丘に入れて本当によかったと思っています。この３年間で友だちと
いっぱい関われたこと、様々な活動を通して自信を付けたことが嬉しいです。発表会や卒園式、壇
上で堂々としていた姿に３年間の成長をとても感じ唯々感動していました。本当にありがとうござ
いました。

○西ヶ丘の本領である表現活動や実体験を豊かになった１年と自己評価などを見て推測できます。そ
の中でも日々の保育計画と反省を綿密に実施されていることが伺えます。

幼児教育を取り巻く環境が、ますます困難な時代になり、先生方のご苦労が忍ばれますが、園の更
なる発展を期待しています。来年度も宜しくお願いします。


